特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年11月21日　487号

炭焼き釜屋根が一部完成16日　
秋も深まって朝夕がめっきり寒さを感じるこの頃ですが、この日は屋根設置最後の作業で、棟の部分のトタンの取付けです。前日には4ｍのトタンを張り切って最後の難関に挑戦です。深田理事長や大村さんの応援があって、吉村さんが棟の部分のくぎ打ちを進めました。予定した釘が足りなくなってあわてて追加に大村さんが走っていただきました。なかなか難しい場所で吉村さんは悪戦苦闘で、出来上がったのは午後4時頃でした。昨日と違って晴れ上がっていましたので、片付けも進み、明日は普賢寺小学校の子どもたちの「雲上ハイキング」で親子約150人がここで休憩をされるので、できるだけきれいに片づけておこうと頑張っていただきました。また、大村さんが子供のために鹿背山の柿を都合していただき、柿剥きに挑戦していただいたようです。お礼の言葉に大変おいしい富有柿を準備していただいて大変喜んでいますとのことでした。有難うございました。
京田辺市環境フエス16日開催される　
昨年の引き続き開催された京田辺市のエコフエスタに里山の会から水質検査体験コーナーを受け持ちました。山田さんがチーフで「竹の脇池」と「市役所裏の自噴井戸の水」をテストしました。午前中には行列ができるほどわんさと来られる盛況でした。子どもたちを中心にした参加型の取組みでシビアに結果が出るので大いに興味を持っていただきました。又里山の会の定番である松かさツリーつくりには子ども向けをと用意しましたが、保護者の方々が一生懸命熱心に挑戦されていました。舞台発表では午後の催しに木津川子ども部会の7人が山城大橋下流のワンドでの1年間の調査観察した結果を各人のテーマに基づいて発表しました。元気よく大きな声が会場に響きました。聞いていただいたみなさんはこれだけ綿密な観察調査を繰り広げ、しっかり発表したことに大変驚いておられました。やる気があればこれほどのまとめと発表ができるのかとおっしゃっていました。続いての「ぽぽっぽちゃん」は、三人姉妹が淀川流域で催されるイベントに参加してそこで学んだことをその都度壁新聞にまとめたものの発表でした。壁新聞は780号に到達しています。その壁新聞のファイルを見た皆さんはこれだけでも立派な本として発行できる。手書きで作られているので心と暖かさが伝わり、継続の素晴らしさに驚いておられました。二つの発表で共通しているのは、粘り強いお手伝い人がおられることです。一過性の取組みは数多く開催されています。そこへの参加と同時にまとめや壁新聞など記録することを継続して、自ら学ぶ面白さを自分のものにされていることが強く伝わった発表でした。
大阪市自然史博物館　「大阪バードフェスタ」　
京田辺市民文化祭やセセラギ祭りで大好評を受けた長谷川さんの「木津川の野鳥」のＣＤの放映を今度は大阪市自然史博物館での「大阪バードフェスタ」でも発表していただきました。出展者の多くはカメラでの撮影では立派な作品が展示されていました。しかし動く生態を撮影しているものはありませんでした。中にはこれはプロが撮影されたものですかとの質問がありました。またなかには購入させていただきたいという申し入れもありました。京都野鳥の会で出展されている皆さんからは「これは素晴らしい、来年もぜひ出展いただきたい、わたくしも長谷川さんの作品に近づけるように努力します」、「京都府の環境フエスタでもぜひ上映をお願いしたい」とリクエストをいただきました。8月にこのＤＶＤの編集を依頼して大奮闘していただいたき「他府県の皆さんから激励を受けて、勇気をもらえた、頑張る気持ちがわいてきた」と長谷川さんはおっしゃっています。無理をせず継続をお願いします。
大阪までカヌーで下ろう　流れ橋から枚方まで　17日　昨年の11月に助成金申請を行って木津川の笠置からのカヌー下りを計画しました。そして今年9月の8日・14・15・16日の4日間をかけて大阪までの下りを計画しました。初日二日は順調に進められたのですが、三日目には台風18号の来襲で中止延期となり、断念かと心配でしたが、なんとしても実行しようと日程を都合しました。最終の11月17日に調整がつき実現できました。4日間と長丁場で経験したことのない毎日スタート場所が変わり、参加者が変化するなど非常に難しい取り組みでしたが、無事に完了できました。準備途中では想定外の難問が次々と立ちはだかりました。やる気と熱意によって、スタッフの相互理解が深まって困難を克服できました。この教訓をシッカリと活かした反省や振り返りが大切です。多くの資料を手にすることが出来ました。次回に生かせるようまとめたいと思います。　ご協力いただきました皆さん本当にありがとうございました。
城陽市文化パルクで山城地域交流会が24日（日）10時より開催されます。里山の会からは、「木津川の野鳥たち」と「会の活動紹介の展示物」で参加します。この取り組みは地産地消をモットーに地元生産の材料を使って山城弁当を展示販売されます。地元の活性化に一役担おうと苦心された作品が並びます。ぜひとも多くのお越しをお待ちしています。
第31回京都木津川マラソン大会第3回実行委員会が26日京田辺市立社会福祉センターで開催されます。大会予算案や一部定款の修正等が提案されます。そして8月の第2回実行委員会以後の取組みについての経過報告などが行われます。里山の会では手原川エイドの継続や選手輸送、会場暖房、コース整備、など約7部署の担当が要望されています。昨年以上のボランティアの募集も呼びかけられています。制限時間の無い大会で、環境マラソン、選手による選手の大会などのスローガンを掲げ、選手による投票で連続16年ベスト100に選ばれるなど、大規模マラソンが列挙する中、比較的小規模ですが、大きな人気を得ています。
12月のオオムラサキ調査には顧問の桜谷先生が出席いただきます。昆虫大好きの皆さんぜひお越しください。今から御準備を！
11月植物観察会　11月22日（金）京都東山トレイル　紅葉散策

　　　集合　近鉄新田辺午前8時30分　

　　　　　京都地下鉄東西線蹴上駅　　午前10時

　　　　　　詳しくはホームページ　イベント情報をごらんください
